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研究成果の概要（和文）： 
 
 現在、Web の発達により、大量かつ多種の情報資源が蓄積されている。テキストデータは、
そのような情報資源の中でも、重要な位置を占め、これを新たな応用へと役立てることが、学
術的、社会的に急務の課題となっている。本研究では、とりわけ、学習、知識交換コミュニテ
ィに焦点をあて、テキストから人々のコミュニケーションの特徴を明らかにするとともに、有
効な分析手法の検討を行った。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 
 Along with the development of the Web, a large amount of, and various types of 
information resources are available now. Among them, textual data is so important that we 
are urged to make better use of it. Against this background, this study, focusing on the 
texts in learning and knowledge sharing communities, analyzed the character of ones’ 
communication styles from the texts, as well as developing the methods for the analysis. 
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１．研究開始当初の背景 
 
 現在、データベースの蓄積と Web の発達
により、大量かつ多種の情報資源が蓄積され
ている。テキストデータは、そのような情報
資源の中で重要な位置を占め、これを新たな

応用へと役立てることが、 学術的、社会的に
急務の課題となっている。とりわけ、ブログ
や掲示板をはじめとする CGM（消費者生成
メディア）の発達は、新しいコミュニケーシ
ョン様態を生みだし、テキストから、流行主
題や重要トピックのみならず、コミュニケー
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ションのあり方を抽出・分析することへの期
待が高まっている。 
 従来から、研究代表者は、大量かつ多種の
情報資源の蓄積の中で、テキストによるコミ
ュニケーションと社会との関わりに注目し、
感情、評価、価値観、論理性、対話力、表現
力など、書き手(話し手)の情報発信行為を動
機づける要因をソーシャル・アティテュード
とよび、新たに研究対象としてきた。特に、
テキストがもつ文体的特徴が、これをあらわ
すと考え、計算文体論手法を改良するととも
に、新たな応用分野を模索してきた。 
 オンライン上の学習、知識交換コミュニテ
ィは、このような、ソーシャル・アティテュ
ードが重要な役割をもつ対象であるにも関わ
らず、その特徴は未だ十分明らかにされてい
ない。そこで、これを主要な分析対象として、
ソーシャル・アティテュードの抽出、分析を
行うとともに、他のテキストをも利用して、
ソーシャル・アティテュード抽出のための分
析手法の検討を行うこととした。 
 オンライン学習、知識交換コミュニティの
テキストは、多様かつ断片的な、ダイアログ
テキストであり、新たな特徴をもつものであ
る。従って、これを分析することは、他の様々
なテキストデータの分析にも有効な知見を提
出するものである。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究により、オンライン上の、教育、知
識交換コミュニティにおける、人々のコミュ
ニケーションの特徴が明らかになる。また、 
これをもとに、感情、評価、価値観、論理性、
対話力、表現力などソーシャル・アティテュ
ードをあらわす指標を提案することができる。 
 同時に、広く、他のテキストをも含めて、
ソーシャル・アティテュード抽出、分析のた
めの、分析手法を提案することができる。 
 
３．研究の方法 
 
(1)テキストデータの整備 
 
 オンライン学習、知識交換コミュニティの
テキストデータを作成する。データファイル
を作成、整形、ノイズを除去し、それぞれの
データセットを作成する。 
 
(2)基本的な特徴量の計量 
 
①作成成したテキストファイル (本文部分) 
に対して、MeCab （mecab.sourceforge.net）
に よ る 形 態 素 解 析 、 CaboCha
（chasen.org/~taku/software/cabocha）によ
る係り受け解析を適用する。 
 

②基本的なテキスト統計量（文章長、パラグ
ラフ長、文長、文字（n-gram）頻度、形態素 
(n-gram) 頻度、共起頻度、 係り受け頻度、
要約特徴量）を計量する。 
 
(3)探索的分析 
  
 探索的分析を行うことで、教育、知識交換
コミュニティテキストに影響を与える主要な
要因を明らかにし、その後の分析の統制条件
（日本語一般の変化の影響、諸属性の影響等）
を確認する。 
 特徴量は、②に記載したものを用い、統計
手法としては、主成分分析、探索的因子分析、
階層的クラスター分析を適用する。 
 
(4)機械学習による特徴分析 
  
 注目するカテゴリーごとの分類問題として
機械学習を適用する。分類に際しての変数の
重要度を計算することで、重要な特徴量を明
らかにする。機械学習手法としては、分類性
能の頑強さ、重要度計算アルゴリズムの適切
さなどから、ランダムフォレスト機械学習法
を利用する。 
 
(5)新たな特徴量、分析手法の検討 
  
 他のテキストも利用して、分析に有効な特
徴量、分析手法の検討を行う。共起を利用し
た特徴量、とりわけ、ネットワーク特徴量や
分布特徴量の有効性を検討する。 
 
(6)全体の統括 
 
 研究全体を総括し、実証的知見を整理する
と共に、分析手法の提案を行う。 
 
４．研究成果 
 
 以下では、3.研究の方法で記した項目ごと
に研究成果を記述する。研究全体の成果、今
後の課題については、(6)に記載する。 
 
(1)テキストデータの整備 
 
 オンライン学習、知識交換コミュニティの
テキストデータを作成した。前者に関しては、
手作業で収集することとし、後者に関しては、
Yahoo!株式会社が国立情報学研究所を通じて
提供しているYahoo!知恵袋データを利用する
こととした。それぞれ、整形、ノイズ除去を
行い、テキストファイル、データセットを作
成した。 
 
(2)基本的な特徴量の計量 
 



 

 

①作成したテキストファイルに対して、
MeCab による形態素解析、CaboCha による
係り受け解析を適用した。 
  

②それぞれのテキストについて、基本的なテ
キスト特徴量を計量した。 
 
(3)探索的分析、および、(4)機械学習による
特徴分析 
 
 体系的なデータセットが提供されているこ
とから、Yahoo!知恵袋データに関しては、
(1)(2)の作業が短期に終了した。そこで、ま
ずこれを中心として分析を行うこととし、主
成分分析、ランダムフォレスト機械学習法を
適用し、テキスト特徴量に影響を与える主要
な影響要因を検討し、また、カテゴリーごと
の特徴を明らかにした。 
 具体的には、Yahoo!知恵袋のテキストを PC、
恋愛相談等、質問項目のカテゴリーおよび、
質問（questions）、優れた回答（best answers）、
通常の回答（normal answers）にわけ、機能
語 bag of wordsモデルと主成分分析、ランダ
ムフォレスト機械学習法によって、それぞれ
のカテゴリーおよび質問、優れた回答、通常
の回答の差異を明らかにした。以上の成果を、
JADT2010（5.[学会発表]②）で発表した。 
 Yahoo!知恵袋に関しては、質問者、回答者
の分布構造が、カテゴリーの特徴に影響を与
えていると考えられる。そこで、上記の分析
結果をさらに深く検討するために、カテゴリ
ーごとに質問者―回答者グラフを作成、集中
度指標を計算した。その結果、カテゴリーの
コミュニケーションタイプ（知識交換、相談、
議論）別に、コミュニティの質問者・回答者
の分布構造が異なるという知見を得た。これ
は、Adamicらが Yahoo! Answersについて、
異なる指標を用いて示した知見と整合的なも
のであり、コミュニケーションタイプ別のコ
ミュニティ構造の差異を明らかにするもので
ある。以上の成果を情報処理学会全国大会（5.
学会発表③）で発表した。 
 
(5)新たな特徴量、分析手法の検討 
 
 他のデータも利用して、ソーシャル・アテ
ィテュードの抽出、分析に有効な分析手法の
検討、とりわけ、新たな特徴量の提案を行っ
た。まず、青空文庫コーパスを利用し、共起
に基づく特徴量が著者の性格、心理等を分析
する、著者プロファイリング、計算社会言語
学等の著者分析のタスクに有効であることを
示した。同時に、政治テキストを利用して、
手作業によるカテゴリー化や特定の品詞に関
する分布特徴量が、著者の特徴や時代ごとの
変化を明らかにするために有効であることを
示した。上記の成果を、 International 

Relations of the Asia-Pacific、行動計量学（5.
雑誌論文①②）、JADT2010 において発表し
た（5.学会発表①）。 
 
(6)全体の総括 
 
 以上、本研究では、大量かつ多種の情報資
源蓄積の中で、新たなテキストデータの利用
を念頭に、学習、知識交換コミュニティに焦
点をあて、そのテキストの特徴を分析し、分
析手法を検討することで、ソーシャル・アテ
ィテュードの抽出、分析を目指した。 
 当初の研究計画のうち、(1)テキストデータ
の整備、(2)基本的な特徴量の計量について、
当初予定通りの成果を得た。(3)探索的分析、
(4)機械学習による特徴分析については、
Yahoo!知恵袋データを先行して分析し、その
テキスト特徴量に影響を与える主要因やカテ
ゴリーごとの特徴、質問、優れた回答、通常
の回答の特徴を明らかにすることができた。
(5)新たな特徴量、分析手法の検討については、
他のテキストをも利用することで、ソーシャ
ル・アティテュード抽出、分析に有効な特徴
量、とりわけ、共起にもとづく特徴量、分布
特徴量の有効性を明らかにすることができた。 
 一部データについては、未だ、研究が(1)(2)
の段階にとどまっており、(3)(4)の分析をさ
らに進める余地がある。今後、この点を進め、
研究発表につなげていきたい。さらに、今後、
本研究で得られた成果をもとに、ソーシャ
ル・アティテュードを計量するための指標の
提案や、任意のテキストからソーシャル・ア
ティテュードを自動的に抽出、分析するシス
テムの構築を目指したい。   
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